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附録(一)用語解説合二『懐徳堂印存』解題(三)『懐徳堂印存』序
60 58 56 
【 凡 例 】・各人物の印の順番は、『懐徳堂印存』三冊本に従う。各印は、「解説」・「三冊本『懐徳堂印存』該当べ
l
ジ写真こ・
紐写真」・「印面写真」によって構成する。ただし、『印存』に収録されていないものは、『印存』の写真を欠く。
-解説は、左記「解説」凡例に従った。・冒頭、の印文の字体は刻印文字に忠実な表記とし、解説の字体は基本的に現行字体を用いた。ただし解説中の項目(
については、刻印文字に忠実な表記をし、カツコ内に現行字体を注記した。「解説」凡例
(一)豪字(連印や両面印など、印面を二つ有するものは、/で分けて表記した。)(二)印面の大きさ(縦×横。円形の場合は直径を記す。いずれも単位は叩。)(三)形・印面・技法など(四)『懐徳堂印存』三冊本・二冊本・七冊本における葉数及び注記。(巻数ごと表紙の次の葉を第一葉とし、
カツコ内は人物ごとの葉数を表す。この場合は人物名を第一葉としている。)印材について注記がないものはすべて石印。なお、七冊本は重建懐徳堂で講師を務めた大江文城が書き入れを行っている。これらの詳細については、見頁附録(二)解題参照。
出典・典拠・注釈・その他
(担当者名)
「 印
、田J
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中井竹山肖像画
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天子知名
(一)天子知名合二日×却(三)長方形・陽刻・単郭・点画垂直(四) 冊本一巻十一葉(竹山五葉)
二冊本一巻十九葉(竹山十八葉)左七冊本一巻十一葉(竹山五葉)
「陶印」「前川虚舟刻」「存而不用」注記なし「陶印」「前川虚舟刻」「存而不用」「右顧亀紐」
経学を好み詩作に長じた光格天皇(在位一七八
01
一八一七)が、ある時、公卿の高辻胤長に、「朕は嘗て竹山の
書はみたれど、履軒のは未だ見しことあらず、履軒はあまり書をかかぬさうぢやノ」とお話しになり、これを聞きつけた豪刻家の前川虚舟が、儒家の光栄であるとして竹山と履軒とに磁印を贈った。「天子知名」とは、この磁印に刻されていた文字で、「天皇が名前をご存知で る」の意。なお、二者の性格の違いからか、竹山はこの印を使用せずに大切に保管していたのに対して、履軒は使わないのみならず、行方を不明にしてしまったという。(『懐徳堂事典』七十七頁参照)
前川虚舟は、生没年未詳。名は利渉、号は虚舟。別号は石鼓館。大阪の人。京都で高芙蓉に刀法を学び、細字の彫
刻に天才的な技量を見せた。中井竹山に師事して儒学・詩文を学び 木村菜霞堂に出入りし、岩倉具選(家具)に伝えた。ただし、名利を求めず、頼まれた仕事も気が向かねばやらず、彼の真価を認める具眼の士は当時いなかったため、無名で一生を終えた。文化年間まで生存し、六十六歳の折の自署がある 著に『石鼓館印譜』など。
この印は懐徳堂と朝廷との関係を示すもので、竹山の印の中でも歴史的観点から特に重要である。
(村田誠治)
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(一)子慶氏合乙日×幻(三)方形・陽刻・単郭・円転(四)一二冊本一巻二十薬(竹山十四葉)
二冊本一巻十四葉(竹山十三葉)七冊本一巻二十葉(竹山十四葉)
「 葛 子 琴 刻 」注記なし「葛子琴刻」・「石印木方紐」
「子慶」は中井竹山の字。かっしきん葛子琴(一七三九
1
一七八四)は、本姓の葛城氏を修して葛という。名は張。橋本氏。貞元を通称とする。父橋本
貞淳は医者で、彼自身も医を業とした。彼は混沌社において最も秀れた詩人と評価されており、混沌社の盟主片山北海(一七二三
1
一七九
O )
は「浪華の詩、必ず子琴を推す」と評している。また、子琴は詩作に秀でるだけではなく、
豪刻にも巧みであった。彼は築刻の方面では古体派の高芙蓉(一七二二
1
一七八四)に師事していた。古体派は、秦
漢時代に作られた古銅印の醇朴な味わいのある作風をそ 特徴としている。子琴はよく師の刀法を受け継ぎ、その作風は流麗腕約(なだらかで美しく品があること)と評され、高芙蓉の社中においても傑出した存在であった。(『懐徳堂事典』九十四頁参照)
竹山の印は威厳を感じさせる大型の印が多く、この印は文字の円転が竹山の印の中で最も明確であり、印の大きさ
と合わせて懐徳堂の数多くの印の中 も一際目をひく。この堂々とした印の大きさと円転の筆致からは、当時の懐徳堂の隆盛が感じられる。
(村田誠治)
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意々
(一)嵩々( 二
)M
×川
(三)楕円形・無郭・陰刻・印文大小(四) 冊本一巻二十七葉(竹山二十一葉)左下
二冊本一巻三十四葉(竹山三十三葉)左上七冊本二巻二十五葉(竹山六十六葉)
注記なし注記なし「 石 印 」
「草草」とは、満足している様。(「孟子謂宋句践日、子好遊乎、五口語子遊。人知之亦嵩意、人不知亦罵嵩。日、
何知斯可以意嵩失。目、尊徳楽義、則可以君器失。故士窮不失義、達不離道。窮不失義、故土得己君。達不離道、故民不失望君。古之人、得志沢加於民 不得志修身見於世。 則独善其身、達則兼善天下。(孟子宋句践に謂いて日く、子遊を好むか、吾子に遊を語げん。人之を知るも亦た露軍たり、人知らざるも亦た草草たり、と。日く、何如なれば斯に以て章嵩たるべき、と。日く、徳 尊び義を楽しめば、則ち以て書量たるべし。故に士は窮しても義を失わず、達しても道を離れず。窮しても義を失わず 故に士己を得 達しても道を離れず、故に民望を失わず。古の
あら
人、志を得れば沢民に加わり、志を得ざれば身を修めて世 見わる。窮すれば ち独り其の身を善くし、達すれば則ち兼ねて天下を善くす と。)」(『孟子』尽心上))
小ぶりな印で、印文の釈読もやや難しい印であるが、他の懐徳堂印には見られない
やいびつな印影が逆に魅力的である
ー 10 -
「草々」という文字、およびや
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子と
慶二(一)子慶合二り×り(三)方形・陽刻・単郭・印文大小・印中堅白(四) 冊本一巻三十三葉(竹山二十七葉)
二冊本一巻二十九葉(竹山二十八葉)下七冊本一巻三十五葉(竹山二十九葉)
「注「
陶記陶
印な印」し」
蝦2
印
「子慶」は、竹山の字。竹山の印の中でも力強く存在感がある印である。印面は大きく、全体的にかすれが目立つ
が、そのかすれ具合にも趣がある。紐の部分は、大きな蛙が象られ、一際目をひく。懐徳堂の印には蛙を象った印が数多くあるが、中でもこの印は最も大きく、また愛らしいと形容できるものである。竹山の印を見るだけでも、懐徳堂の黄金期であったことが感じ取れる。
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(一)醇嘉嵩(二)直径幻(三)円形・陽刻・単郭・点画垂直・印文大小(四) 冊本一巻四十六葉(竹山四十葉)左下
二冊本一巻三十葉(竹山二十九葉)左下七冊本二巻四十柴(竹山八十 糸)
「 石 田 刻 」注記なし「石田刻」「石印」
「醇嘉空間」とは竹山の荒川斎を指す。「府高」とはマサキノカヅラ(テイカカヅラの古名、キョウチクトウ科の蔓性
常緑本木)。寛政十二年(一八
O O )
、中井張図が父である竹山の『中庸定本』を刊行した際、竹山は「大日本津
田浪華後学中井竹山子慶苦於昨高間」と署している(参考:水田紀久「懐徳惜別」、『懐徳』六十八号、六頁)。
紐の形は八角形で、色はクリーム色、石製である。石の素材は不詳だが、大理石に似ている。小振りな八角形の紐
と、繊細な字が美しい印面も魅力的である。
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主ず
仁コ八ノ
竹?
山i
(一)善/竹山(二)直径
ω /
似×
ω
(三)円形・陰刻・無郭/長方形・陽刻・単郭(四)一二冊本一巻五十二葉(竹山四十六葉)中央
二冊本一巻二十三葉(竹山二十二葉)右、中央七冊本一巻四十五葉(竹山三十九葉)
「連印」「蕉園刻」注記なし「連印」「蕉園刻」
「善」は、竹山の名「積善」の「苦」。この印は、中井竹山の第四子、中井蕉園が刻したもので、一つの印の中に
陰刻・陽刻両方が含まれている連印である。非常に小さく、繊細な印象を受ける。竹山の印は大きく力強いものが多いが、この印はそうではなく、そのことがさらに存在感を際立たせる。竹山の子、蕉園の手先の器用さを感じると共に、蕉園がこの小さな印に込めた思いを想像せず はいられない。
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(草野友子)
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中井履軒肖像画
幽す
人Z
(一)(一一)(一一一)( 四
幽/人口×凶/口×凶長方形・陰刻・無郭・円転/長方形・陰刻・無郭・円転三冊本二巻十六葉(履軒十五葉)「木印」「連印」二冊本なし七冊本 巻十六葉(履軒十五葉)
「 木 印 」 「 連 印 」
「幽人」とは履軒の号の一つ。『懐徳堂事典』には「履軒の人生観を反映した号」と説明されている。履軒が三十歳前後に詠んだとされる詩の中(『履軒古風』所収)に、この号を用いているのが見られることから、懐徳堂に寄宿していた当時から用いていた号であることが分かる。ちなみに、履軒は三十四歳(一七二六)の年に懐徳堂を離れ、私塾である水哉館を開 た。紐は、三冊本『懐徳堂印存』の注記のとおり木製。意図的であるかは不明だが、紐が答または山を象ったような造
りとなっている。現 点で制作者は判明していない 、履軒は自ら印を作成することもあったため、履軒作かとも考えられる。履軒は「幽人」の字を彫りこんだ印を、他にも数頼所持していた。また、「幽人」の出典となる『周易』の言葉(八文字。円頁参照)を彫り込んだ印章も大阪大学に伝わっている。なお 本資料は紐が破損しやすい状態のため、取り扱いに注意が必要である。
(池田光子)
- 20-
図
画
???、?
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水:
哉ご(一 )水哉(二)直径凶(三)円形・陽刻・単郭・円転(四) 冊本二巻十九葉(履軒十八葉)
二冊本二巻七葉(履軒七葉)左下七冊本三巻十九葉(履軒十八葉)
注記なし注記なし「 石 印 」
紐の図示あり
「水哉」は、たゆみのない持続的な学問研究の姿勢を、
した形になっている。
履軒の印は水品を印材に用いたり、布銭の形を模したりと、特徴的なものが多いが、この印は紐を山の形に象って
おり、その造形に美しさと独創性を感じる。また、築宇の「水哉」という言葉から履軒の学問に対する姿勢が窺え、その点でも興味深い印である。
常に流れて止まない水に喰えたもの。
紐は何らかの山を模
- 2 -
(村田誠治)
舎? ? ? ? ? ?
?
? ?
一一一一
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水ご
哉ご(一)水哉(二)口×幻会己楕円形・陽刻・単郭・円転(四)三冊本二巻二十二葉(履軒二十一葉)
二冊本二巻十四葉(履軒十四葉)七冊本三巻 十二葉(履軒二 一 )
「 破 消 印 」注記なし「攻璃印」「瓶栓」
『孟子』にある孔子の言葉にちなんだ号。履粁は出徳立から限れて開いた私塾に「水哉館」と名付け、履軒の経学
研究の集大成とされる「七経逢原」には、自身の学問が成立したことを表して、「水哉館学」と署名している。『懐徳堂事典』では、「たゆみのない持続的な学問研究の姿勢を、常に流れて止まない水に喰えた」とこの号を説明する。
まじ
また、履軒 防筆集『水哉子』(自軍抄本)の表紙見返しに、「水之性、不雑則清、莫動則平(水の性は、雑えざれ
そうじ
ば則ち清く、動かすこと英け ば則ち平らかなり と『荘子』刻意篇の言葉が書き記されており、こ 意も踏まるならば、履軒は、世俗 交わらないことで雑念 惑わされずに自身 意志を坦々と貫こうとした姿勢をも、「水哉」の言葉に含めていたのではないかと考えられる。
三冊本『懐徳堂印存』の注記どおりガラス製。
わせる流線的 装飾が優雅で特徴的である。
動植物を象った紐ではない点と、
捻るような、
- 24-
まさに水の流れを思
(池田光子)
〆‘
7戸〆穿を九C 三
告)筒
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せきとくのいん積徳之印
慮:
(一)積徳之印/庭(処)竺二幻×初/お×日(三)方形・陰刻・無郭・方折/方形・陽刻・単郭・円転(四) 冊本二巻二十四葉(履軒二十三葉)「木印」「子母印」
二冊本なし七冊本三巻二十四葉(履軒二十三葉)
「木印」「子母印」
子母印。子印の「積徳」は、履軒の名。母印の「処」は、履軒の字「処叔」に由来する。紐は四つ足の動物を形取っているが、デフォルメされていて何の動物であるかは定かでない。
も施されており、履軒の趣向が偲ばれる。
さらに脚部には装飾
- 26 -
(黒田秀教)
???????
国自
国
I 1__ -
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" 
'/ 
慮:
(一)慮(処)つ乙り×心(三)方形・陽刻・単郭・点画歪斜(四) 冊本二巻二十六葉(履軒二十五葉)
二冊本二巻四葉(履軒四葉)七冊本三巻 十六 (履軒二十五葉)
「処」は履軒の字「処叔」に由来する。
なっているのは、当時長崎に象が上陸し、
「注「
陶記陶
印な印」し」
象
紐
自
製
ノ
款
ア
リ
「慮」は「処」の旧字体。なんといっても象の紐が愛くるしい。世間の注目を浴びていたことに影響されたものと考えられる。
紐が象に
(南雄介)
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!i国
軍司
吋
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天栄
(一)天築(天楽)合乙日×日(三)方形・陽刻・単郭(四) 冊本二巻四十三葉(履軒四十二葉)
二冊本二巻六葉(履軒六葉)下七冊本三巻四十四葉(履軒四十三葉)
「 銅 印 」注記なし「 銅 印 」 「 鎧 紐 」
中井履軒は、安永八年(一七七六)に再婚した後、抗十宵国門の一凧額を取りつけた借家の二階の一室を、「天楽楼」
と名づけた。これは、『荘子』天道町川の「与人和者、詞之人楽、与天和者、詞之天楽(人と和する者は、之を人楽と謂い、天と和する者は、之を天楽と調う)」にちなんだものである。『荘子』は 人間同士が和することを「人楽」とニコ守フのに対して、人が天の自然と和する境地を「天楽」と評した。そして、この天の楽しさをわきまえた者は、生きているときには自然のままに振る舞い、死んでいくときには万物の変化に従い、静かにしているときには陰の気と徳を同じくし、動いているときには陽の気と波を同じくする、と説いた。この思想は「無心の静けさ」につながっていくが、決して隠者(世捨て人)の立場を説いたものではな 、「天楽 、聖人之心、以畜天下也(天楽とは、聖人の心、以て天下を畜うなりごとあ ように、天下を経営するという理想を表している。(『懐徳堂事典』一
O
一頁参
照)
上部にある柿のような形状にも惹かれるものがある。
(久保宗之)
- 30-
? ?? ?
????????
寺再
三下
-31 -
いんきょほうげん隠居放言
(一)隠居放言(二)は×は(三)方形・陰刻・無郭・点画歪斜(四) 冊本二巻四十九葉(履軒四十八葉)
二冊本二巻二十二葉(履軒二十二葉)上七冊本三巻五十葉(履軒四十九葉)
注記なし注記なし「 石 印 」
隠居放言とは、市井に居り世に出ず、超然としている状態のこと。西村天囚『懐徳堂考』に、「履軒嘗て人に謂て
あたわがともがら
日く、聖人の徳企て及ぶ可からず、若し夫れ隠居放言して、身は清に中り、廃しては権に中るは、五日債の地位な
いかん
りと、二洲日く、中行の士を学ぶも 猶其の中を失はんことを恐る、然るに今虞仲夷逸を学、 ず、弊将に之を奈何せ
いざな
んとす、履軒日く、五口が志巳に此に決すと、市井風腔の聞に隠居して 権勢も屈する能はず、利禄も誘ふ能はず、超然脱俗して、深山大沢の中に在るが如し 立に是 逸民なり、精里称して天下の偉人と日ふもの亦不当に非ず。」(下巻八十六頁)とある。紐は平凡だが、印文に魅力を感じる。
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(西本和巳)
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?????????
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中?
井;、
碩?
果L
O 
そうしゅくしはんよくろうせきか
中井竹山の第七子。名は曽縮、字は土反、通称は七郎。号は碩果・抑楼。石嵩とも記す。号の「碩果」は、『周易』
おおいこのみくら
剥卦上九の「碩果不食(碩いなる果食われず)」にちなむ。文化元年(一八
O
四)、竹山の死去に伴い、三十四歳で懐
徳堂玉代教授となる。ただし、その際には、中井履軒が名目上の学主を務めており、両者の具体的な出講関係は未詳である。同十四年(一八一七)、履軒の死去により、教授(学主)となった。妻は頼山陽の母梅闘の従妹。天保三年(一八三二)、履軒の次男柚園の子の桐園を養子 迎えた。
碩果は、懐徳堂の学風の保持に努めたため、閉鎖主義的傾向に陥り、学問的には大きな発展をもたらすことがなかった
とされる。しかし一方で、理財に長じていた碩果は、同志からの寄付金もあって懐徳堂の財政を立て直し、多くの蔵書・備品を増やした。
ち し ゅ - つ
碩果の詩集として 『箆集』がある。また、懐徳堂学舎において、夜の講義の後に語られた談義を漢字片仮名交じり文
かいとくどうやわ
で記録したものとして、「懐徳堂夜話」(全二巻一冊)がある。談者は中井碩果、筆録者はその門人の野村広善である
はやお
西村天囚旧蔵の原本が現在、懐徳堂文庫所蔵となっ おり、吉田鋭雄の校訂による翻刻が、『 』第十五号(一九三七)に掲載されている。当時の懐徳堂では、毎月二・四・七・九の日に夜講が聞 れていたが、そ 講義 後、碩果は門人と雑談を交わした。そ 中で記録しておくべき有益な話をまとめたのが本書である。天保七年(一八三六)九月二十二日から同十年十月二十二日まで、すなわち碩果六十六歳から六十九歳までの記録である 内容は、日付の後に当日の夜講で講じられたテキスト名をあげ 後、夜話を筆録している。当時の世相や懐徳堂の特質 人柄などを具体的に一不す貴重な資料である。
おおしおへいはちろう
なお、大塩平八郎も、
七十歳で病没し 。
幼時に碩呆に教えを受けて る。頑果は大塩平八郎の乱の四年後、
天保十一年
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(一八四
O )
、
イ白?
毅き(一)伯/毅合二川×口
/U
×口
(三)半円形・陽刻・単郭・円転/半円形・陽刻・単郭・円転(四)三冊本三巻七葉(蕉園六葉)「銅印」「連印」
二冊本二巻二十七葉(蕉園四葉)注記なし七冊本四巻七葉(蕉園六 )「銅印」「連印」
紐の図示あり
「伯毅」とは蕉困の字である。本印は、収納時には手鏡のような外観になるが、使用時には印面を回転させて用いる。利便性としては若干の難が
あろうが、その仕掛けは面白い。さらに印面も、半円形を二つ組み合わせた連印となっており、多重に意趣が施されている。しかし華容な印象は、 みじくも早逝した蕉園を初練とさせる。
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(黒田秀教)
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そうこう曽弘
(一)曽弘(二)は×口(三)長方形・陽刻・単郭・円転(四) 冊本三巻九葉(蕉園八葉)
二冊本二巻二十八葉(蕉園五葉)七冊本四巻九葉(蕉園八菜)
「 銅 印 」注記なし「銅印」「魚紐」
寝中は、中井京国の名を表したもの。紐は何れの魚を象ったものか。前びれで身を起こしている姿勢は、一般的に
思い浮かべられる伐の形とは異なっており、両生類を初練させる造形が紐として趣深く、立ち上がろうとするひたむきさが日をひく。
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(池田光子)
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士し
反f
(一)士/反合二
ω
×
M/M
×ω
(三)方形・陽刻・単郭・方折/方形・陽刻・単郭・方折(四) 冊本三巻二十四葉(碩果五葉)「連印」
二冊本二巻三十二葉(碩果二葉)注記なし七冊本五巻六葉(碩果五 )「連印」
「土反」とは、中井碩果の字。一見、記号のようにしか見えない。ところが、そこには確かに「士」「反」の文字が刻まれている。陽刻であるも
のの、一瞬陰刻にも見えるような不思議な造形である。そこには、ほのかな遊び心さえ感じさせる。数少ない碩果の印の中で最も小さな印であるが、最も異質 存在感を放っている印である。
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(草野友子)
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出憶徳堂歌
知?
雄;
守雌
(二知雄/守雌つ二
M×口/日×M
(三)長方形・陰刻・単郭・円転/長方形・陽刻・無郭・円転(四) 冊本 巻五十九葉(柚園四葉)「水晶印」「連印」
二冊本二巻三十八葉(柚園五葉)注記なし七冊本六巻五葉(柚園田葉)「水晶印」「両面印」「淡黄色」
「知雄」と「守雌」とは、『老子』二十八章「知其雄、守其雌、為天下院。(其の雄を知り、其の雌を守り、天下
の践と為す。)」に基づく。竹山によって黄金期を迎えた懐徳堂は、以後、衰退の道を辿っていく。そのような中で、「雄を知り」「雌を守る」という印文は、竹山時代の在りし日の栄光に思いを馳せて、なんとか懐徳堂を維持していこうとする、柚園の悲壮な芦とも思える。水品で作られた本印は美しいが、当時の懐徳堂 状況を考えると、美しさの裏に潜む決意が浮かび上がって るようで、興味が尽きない。なお、三冊本では「連印」と注記するが、七冊本の注記の通り「両面印」である。
-4-
(黒田秀教)
題圏
??
??
?????
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君玉
(一)君玉合乙
ω
×日
(三)円形・陽刻・単郭(四) 冊本二巻六十葉(柚園五葉)
二冊本二巻三十五葉(柚園二葉)左下七冊本六巻六葉(柚園五葉)
「 竹 印 」注記なし「 竹 印 」
「君玉」とは、中井柚園の宇である。紐を見ても際だった特徴は感じられない。しかし、印面を見ると、二つの円が重なり合っており、大変印象的であ
る。竹山や履軒のような力強さを感じる印と比べて、やや寂しく繊細な印象を受ける。懐徳堂の黄金期が過ぎたことは、印の中にも現れているようである。
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手
君L
玉?(一)君玉/由/園合二
M
×初/口×げ/口×口
(三)楕円形・陰刻・無郭・円転/半円形・陽刻・単郭・円転/半円形・陽刻・単郭・円転(四) 冊本二巻六十二葉(柚園七葉)「連印」「両面印」「銅印」
二冊本なし七冊本六巻八葉 由ゅ
圏三
(柚園七葉)
「連印」「両面印」「銅印」
紐の図示あり
「由園」は柚園のこと。「君玉」は柚園の字。印文自体は平凡であるが、両面印であり、またその形状の独特さに強くひかれるものがある。
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君子風
(一)君子風合二仙×
ω
(三)方形・陽刻・単郭・印文大小(四) 冊本三巻五十七葉(桐園三十三葉)
二冊本二巻五十一葉(桐園十二葉)七冊本七巻三十四葉(桐園三十三葉)
「 銅 印 」
注記なし「 銅 印 」
文字を判読し難いが、「君子風」と思われる。懐徳堂にある印章の印面に刻まれる文字は、筆書によるものがほとんどであった。しかし、この印は例外的に草書
で書かれている。印の鋳造の過程か、または使用のためか、字が潰れてしまっていて、字の判別は非常に困難である。
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(南雄介)
? ?
???? ? ? ? ? ? ?
?
? ? ?
伺
-51 -
???????
??
??
???
??
。
???????????
? ?
? ? ? 〈 ?
???。
?
???
?
??????????????????
??ー????????
?
???、
?
????????????、??????????、????????????
?
?
??? ? ??、?
???
?っ?????????????????
?
?????????。?????
?
??
? ? ?
?、??? ??????
????
?
?
????、?
???
????
????
??
? ? ?
?
??
???
?
??
???
??、???????????
?
?
?
?
、
?
?
???
?
?
???
?
?
、
??
?
??
?
?ー ? ?
????????
????
???
?????????。???????、『??』
?
???「?
???????????????????、?????????、「??』??
??ー????????????
」
?? ?
…?????????
?
??
???
?
?? 。 、??????????「?
???
」
???????? ?
???
。
?
? ? ? ? ?
??
??????
???
???????、?
? 、
????????
??? ?? ? 。 、 、?????? ? 、
?
????、???????????? ?
? ? 。
??? 、 。
??
?
???
中井木菟麻呂
-52 -
?????
?
?
????
???
?????
?
???????????、?
?
????
?
? ?
??
????????????
??
???
??
?
?
??
?、????????
?
?????
???
?
?
? ? ?
?
??? ???
。
????、???
?
?
? ?
?
??? ?????????????????????????????????????????????
??? ???????
?
?
?
?????
??
??? ??????????????????????
???
?
、 ?
????????
?ー???
?
???????????????
?????
っ ? 。
????????????、??????????????????????
?、?????、?????????????????
?
?
????????
、
?????????、
?
??
??
???????????
?
?
。
「??」?? 、 ? 、ー
ょ?
? ? 」
????? ? 、 ?
??
??????????
?
? ? 、
?
???
ー
?
??????
??
????? ?????????
???
??? 、
??
??
??
?????? ???
????
?????
????
???。??????
???『?
?
?
??
?
???』?????
?
??
、
??
?
?
???? ??
??、??? ?? ? 、????? ??????
??。
?
????????
??
??????、???????
? 、
?
?
???????????
????
?
???、???????????
??、 ??? ? ??
??
?
?
?。 ????? ????
??、 ?
???
?
?
????????。
重建懐徳堂復元模型
??? ?
こうてんらく後天栄
(一)(一一)(一一一)( 四
な長 3.6 後
し 方 × 天
形1. 6 柴
陽
刻
単
郭
円
転
印
文
大
(後天楽)
中井履軒は、私塾の二階の一室を「天楽楼」と名付けたほど、「天楽」という言葉に思い入れがあった(却頁参照)。
履軒の曽孫にあたる中井木蒐麻日は履軒に憧れており、「後」天楽という印を使っていたと思われる。また、木菟麻呂は懐徳堂と履軒の私塾であった水哉館との再建を夢みていた。懐徳堂は重建懐徳堂として再興されたが、水哉館の復興は遂にならなかっ 。この印面には、両者を継承したいという木菟麻日の想いが込められているとも考えられる。
紐の造形にも魅力を感じる。木製であるためか、数カ所ヒビのようなものが入っている。それがまた味わ 深い。
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附
録
『懐徳堂印存』解題
〆'崎、一一、、，〆
中井竹山から中井桐固までの懐徳堂先賢の印影を集めたもの。
二冊本(大正本)
大正元年(一九二一)、懐徳堂記念会は、中井木菟麻日所有
m w
山・履軒らの印章を中井家から借りて印譜を作成し、
線装本二冊として百部限定で刊行した。そこには、竹山八十三頼(頼は印章の単位)、履軒六十三頼、蕉園十七頼、碩果四頼、柚園十七頼、桐園四十二頼の印影が収められている(連印は二面で一・ど計数 両面印・子母印はそれぞれ別頼と計数)。書帳内側に記載されている「明治壬子首春」の中井木菟麻日の「附言」によれば 三宅石庵は終生印章を使用せず、中井聾庵、玉井関洲、三宅春楼などの印章は散供したため、収められていないとのことである。三冊本・七冊本(昭和版)
昭和十五年(一九四
O )
一月十二日、野内正外編として刊行された同名の書である。これは、「懐徳堂」三字の印など
散逸して中井家に伝わらなかった印を、諸資料 影を参考にして模刻す など、より完備した印譜としたもので、装訂は線装三冊本と七冊本とがある。懐徳堂文庫所蔵の三冊本によってそ 大略を示すと、まず扉に「懐徳堂印存」(狩野直喜の揮官宅による)と記し 次に、大正元年 では巻末に付されてい 天囚の践文を序文として掲げ、続いて、「昭和十四年之冬」の木菟麻呂の序文を掲げている。
本文(印影)の部分は、基本的には 本と同様であるが、配列は竹山、履軒、柚園、蕉園、碩果、桐園 順となって
いる。また、個々の印影の配列は大きく異なり、印影数も、竹山九十二、履軒六十八、柚園二十二、蕉園十七、碩果四、桐園四十二と増加している。また、 正 では、 影に関する注記は見られなかったが 昭和本では 「前川虚舟刻」「曽之唯刻」「高揺皮芙蓉刻」といった築刻者情報 「陶印」「銅印」「水晶印」といった材質情報、「両面印」「連印」「子母印」といった形態情報などが新たに付記される場合があ
なお、懐徳堂文庫所蔵の七冊本 重建懐徳堂で講師を務めた大江文城の書き入れが見られる貴重な資料である。書き
入れは、ほとんどの場合 「石印方木紐」「扶桑木」「象紐」などの形状情報である。
以下に、本書の代表として、三 の詳細な書誌情報を掲げる。
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【喜誌情報】懐徳堂印存三冊昭和十四年(一九三九)作、町内正外制。〔寸法〕各冊灯佃×印佃。郭内山口叩×日叩。
ウ
&1
且
1
且《
4
〔書式〕四周単辺、無界の紙を使用。各来去にれ印、「州山山山山川印
h仔 」
〔内題〕「懐徳堂印存」。「狩野直喜題」とある。〔外題〕各冊ともなし。帳題接「懐徳堂印存全一山三本」 凶山ラベル「吋凶。・∞穴と懐徳堂」。〔奥書〕二冊目末尾に「編者識 として次の記峨あり。「一、向山総公布牝一蹴三字石印尾藩石樵子所刻散逸不存今按蓄
譜墓刻巻首所掲是也二、編中刻者名脱出中仲介氏何印川不妹印材者総局石印」。(一、旧懐徳堂には、尾張藩大阪屋敷の役人で築刻に長じていた中凶石川仰による「悩他丸山」三中の立名を刻んだ石印があったが、散逸して伝わらない。今、旧印譜によって模 した。二、制中に記す築刻者名は、中井氏の旧印譜の記載に基づく。印材を記して ないのは全て石印である。)
〔印記〕一冊目、内題の前菜に 」、西村天囚序文第一集に「大阪大門学図書之印」「昭和民
- P E
受入出
- S
」 。
二冊目冒頭に「大阪大皐国書之印」「昭和民・
2 0
受入凶凶
- S
」。三冊目冒頭に「大阪大阻字国書之印」「昭和民
- E C
受入出
EE
。
〔装訂〕康照競じ(中国清朝の康回一年間に流行 た袋綴じの方法。四針眼訂法の上端・下端にさらに一穴ずつを加えた
もの)。一冊目序文四葉、「竹山先生印影」五十八葉。二冊目「履軒先生印影」五十四葉 「柚園先生 影」十九葉。三冊目「蕉園先生印影」十八菜、「碩果先生印影」五葉、「桐園先生印影」三十五葉。
〔蔵書票〕なし。〔 付 筆 番 号 「 。 。
5ヨ
1 0 0 5 3
」 。
〔備考〕懐徳堂文庫図書目録該当頁
の耳姐あり。裏には鈴印せず。
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国書十二上
なお、七冊本の内、「竹山先生印影」については、なぜか印影の配列が途中から三冊本と大きく異なっている。「柚園先生印影」は一頼の印影を欠く。これを除けば、印影数自体は同じである。
ま た 、
(湯浅邦弘)
附
録
〆-、一
、ー"
『懐徳堂印存』序
嚢日、大阪土人相謀、技刊懐徳堂遺書、以祭諸儒之霊、又展観詩書画、遂製印譜、以頒同好。所以景賢報徳者、可謂厚失。蓋諸儒先生、或以学問行誼、或以経済文章、為海内所宗仰。流風余沢、至今不衰。若夫詩書画 抑又緒余耳。況区々図章乎。然亦有説君。礼云、「物之感人也無窮。」蘇子謄云、「君子可以寓意於物 」 図章者 上自天子、下至庶人、用以示信。而学士文人所用、文尚典雅、其寓意也深。感人也無窮。徳容風範可以初徴 不育矩匠名手妨古出新、足以供 ・取法也。斯編所収竹山・履軒・蕉園・碩果・柚園・桐園六家遺印数十種、多係当時名人之作。中井君黄裳宝護甚勤 黄裳為竹山先生曽孫篤行好学、不失旧物。頃者、悉出秘蓄 以託存子懐徳堂記念会。印亦其一位。彦監理会務祭事、既塁。斯編 成乃志其陪、市題数語於巻端。
明治四十五年五月天囚西村時彦諜井令官
嚢日、大阪士人相謀り、懐徳堂遺書を校刊して、以て諸儒の霊を祭り、又た詩書画を展観し、遂に印譜を製りて、以て同好に頒かっ。賢を景ぎ徳に報ゆる所以なる者、厚しと謂うべし。蓋し諸儒先生、或いは学問行誼を以て或いは経済文章を以て、海内の宗仰する所と為り、流風余沢は、今に至るまで衰えず。夫の詩書面の若きは 抑も又緒余なるのみ。況んや区々の図章においてをや。然れども亦た説有り。礼に云く、「物の人を感ぜしむ や窮まり無し。」と。蘇子謄云く 君子以て物 寓意すべし。」と。夫 図章とは、上は天子自り、下は庶人 至るまで、用いて以て信を一不す。市して学士文人の用うる所、文は典雅を尚び、其の寓意は深きなり。人 感ぜ むるや窮まり無きなり。徳容風範以て杭併すべし。音だに鉦匠名手古えに的い新しきを出すのみ らずし 、以て供観・取法するに足る 斯の編収むる所竹山・履軒・蕉悶・叩果・柚困・桐因六家 遺印数十種 多く当時の名人の作に係る。中井君黄裳宝護すること甚だ勤む 黄裳竹山先生の白孫為 。鰐行好学にして、旧物を失わず。頃折、悉く硲誌を山して、以て懐徳堂記念会に託存印も亦た其の一なり。彦会務 祭事を監理し、既 皐わる。所の嗣も亦た成り、乃ち共の阻を志し、而 て数語を巻加に阻す。
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明治四十五年五月
天国西村時彦諜井書
〔 現 代 語 訳 〕先だって、大阪の土人が企画して、『懐徳堂遺書』を技刊し、諸儒の霊を祭り(記念式典を行い)、また詩書画を並べ
て多くの人に見せ(展覧会を行い)、遂には印譜を製作し、同好に分かち与えた。先賢を仰ぎ恩徳に報いるところ、甚だ厚いと言うべきである。思うに諸儒の先生 、あるいは学問・品行によって、あるいは経済(経世済民)・文章によって、天下に仰ぎ尊ばれる所となった。先人の残した習わしゃ恩恵は、今 至るまで衰えていない。その詩書画のようなものは、そもそもまた残余であるだけである まして小さな図章(印章)においてはなおさらである。しかしまた説がある。『礼記』に言う、「〔外〕物は〔限りなく多いから〕人を感じさせるところはとどまることがな 。」と。蘇子謄(蘇戟)が言う、「君子は物に寓意す(かこつ て思い 述べる)べきである。」と。図章(印章)とは、上は天子より、下は庶民に至るまで、用いて偽りなく信頼 き ことを示したものである。そして学士や文人が用いるもので、文 典雅を尊び、その寓意は奥深い。人を感じさせるところはとどまることがない。徳が高 姿や風采 街御できる。 だ鉦匠・名手 古えに倣い新しさを出すだけでな 、公開したり世の模範とすることができ 。この編が収めて 竹山・履軒 蕉園・碩果・柚園・桐園六家の遺印数十種は、多くは当時の名人 作 よ 。中井君黄裳(木菟麻呂)は〔これらの印を〕宝物として護ることに大変心を尽くした。黄裳(木菟麻呂)は竹山先生の曽孫である 〔木菟麻呂は〕篤行・好学であり 祖 の残した物を失っていない。近頃、〔木菟麻呂は〕秘め蓄えて たものをすべて出して、懐徳堂記念会に委託した 印もまた
ときつね
その一つである。〔私、時〕彦( 囚) 懐徳堂記念会 会務や祭事を監理し、〔一連の事業 既に終わった。この編もまた完成し、そこで〔私 天囚は〕愚見を書き し、そして数語を巻頭に掲げるのである。
明治四十五年五月天囚西村時彦諜井書
- 61 -
〔 語 釈 〕
O
嚢日・:先だって、さきの日。
O
懐徳堂遺書・:明治四十四年(一九一一)、懐徳堂記念会によって刊行された
書。旧懐徳堂の復興顕彰を目的 、明治四十三年(一九一
O )
に設立された懐徳堂記念会は、そのための具体的な事業と
して、旧懐徳堂所蔵の貴重書 翻刻して刊行する計画を立てた。玉井関洲関係 して『若話』『勢語通』 中井竹山関係として『食陰集』『竹山国字臆』、中井履軒関係として『論語逢原』の五種、および「懐徳堂五種」としてまとめられた
『論孟首章講義』(三宅石庵)、『五孝子伝』『富貴村良農事状』(中井聾庵)、『蒙養篇』『貞婦記録』(中井竹山)の総計十種であり、いずれも活字翻刻され、「懐徳堂遺書」と総称された。なお、これらとは別に、戦後、懐徳堂記念会が大阪大学に寄贈した旧懐徳堂蔵書三万六千点を「懐徳堂遺書」と総称する場合もある。(『懐徳堂事典』二
O
八頁参照
)O
以
祭諸儒之霊・:懐徳堂師儒公祭(懐徳堂の儒者を偲ぶ記念式典)のことを指す。大阪府立図書館長今井貫一の主唱で創設された大阪人文会の明治四十三年(一九一
O )
一月の例会で、西村天囚は、玉井蘭洲の事跡を講演し、懐徳堂師儒公祭の、挙
行を提案した(ただ 師儒公祭の件を推進したのは、中井木菟麻呂であるとの別伝もある)。その提案は、人文会の席上で可決され、懐徳堂記念会が母体となって、明治四十四年(一九一一)、中之島公会堂において第一回の式典を挙行した。発起人には 高崎親章(大阪府知事)、植村俊平(大阪市長)、村山龍平(朝日新聞社長) 本山彦一(大阪毎日新聞社長)、住友吉左衛門(住友銀行社主)、鴻池善右衛門(鴻池銀行社主)など、政財言論界 著名人が名を連ねている。昭和二十年(一九四五)の重建懐徳堂の焼失によって断絶したが、その精神は、戦後の記念 ・友の会における「懐徳忌」として引き継がれている。 『懐徳堂事典』一二
O
頁参照
)O
展観詩書画:・展観とは、作品・物品などを並べて多くの
人に見せること ここでは、懐徳堂展覧会を指す。明治四十四年(一九一一)十月一日
1
六日、府立大阪博物場美術館で
開催された。その前年、西村天囚らの呼びかけで懐徳堂を顕彰する懐徳堂記念会が設立され、翌四十四年には、懐徳堂儒者たちを顕彰する記念式典を挙行し、貴重書の復刻刊行を行うなど積極的な顕彰活動を展開した。本展覧会 そうした事業の一環として開催されたものであり 「 展覧会目録」が編纂された。同目録は 「水哉館遺書遺物出陳目録」「諸家出陳目録」からなり、前者は資料の蔵有者である中井家出品のリスト、後者は、 二宅石庵・中井聾庵、玉井蘭洲など分けて、各々、資料名とその出品者名が記されてい 。(『 事典』一二二頁参照
)O
行誼:・品行、正しい行い(品
行は必ず道義に合うべきであ からいう)。誼 義 同じ。「民以故棄行詰市死財利。是以犯法而罪多、 歳之獄以万千数 。 」 ( 『 出
3
』荒仲好伝
)O
流凪:・先人の残した良い習わし、後に残った美風。「付之去武丁未久也。其故家遺俗、流
凪持政、納行存者。」(『孟子』公孫丑
)O
余沢・:先人の残した恵み、前人の思忠。「唐亡、諾盗皆生於大中之朝、太宗
之泣他余沢去民也久央。」(『府内』市ハ伝
)O
紺余・:残余、あまり、残り。「道之日以治身、其緒余以為国家、其土宜
以治天下。山此同之、併王之功、
m H
人之余悦也、非所以山川内吋民生也。」(『花子』訴王)、「司馬李云、持者、残也。謂残余
也。」(『経典収文』花子汗ぬ
)OK
々:・小さい、わずかな。「区民、正子反、小説。」(『純山内釈文』衣秋左氏音義)、「区
区、小也。」(『広和 収品
)O
礼一五、物之砧人也照明:・「人生川目、天之性也。感於物市助、性之欲也。物至知知、然
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後好悪形君。好悪無節於内、知誘於外、不能反射、天理滅失。夫物之感人無窮、而人之好悪無節、則是物至而人化物也。人化物也者、減天理而窮人欲者也。於
HM
有作逆詐偽之心、有淫決作乱之事。是故強者脅弱、衆者暴寡、知者詐品、勇者苦
怯、疾病不養 老幼孤独、不得其所 此大乱之道也。」(『礼記』楽記
)O
蘇子臆:・北宋の詩人・文章家である蘇拭(一
O
三六
1
一 一
O
二のこと。山山宋八家の一人。拘の子。轍の兄。字は子陪、号は東坂。大蘇と称される。詩は宋代第一と
も言われ また書画をもよくした。誌は文忠。著作に『赤壁賦』、『東城詞』、『東城志林』などがある。
O
君子可以寓
意於物:・「君子可以寓意於物、 不可以留意於物。寓意於物、雄微物足為楽、雄尤物不足以為病。留意於物、雄微物足以為病、雄尤物不足以為楽。」(蘇拭『宝絵堂記』
)O
寓意・:他の物事にかこつけて思いを述べること。「及三間橘頒、辞
采芽芳、比類寓意 及軍及細物失。」(『文心離龍』煩讃
)O
示信:・偽りなく信頼できることを示す。「印章以名以字、
所以示信。」(『古今印史』印章用成語
)O
徳容:・徳の高いすがた、良い評判。「公孫碩膚、徳容不弔、道成王大美士戸称
遠也。」(『小爾雅』広訓
)O
風範:・風采、人柄、人の立派な様子。人の言行・態度をひっくるめていう。「顔竣表世祖、
張暢遂不救疾、東南之秀、蚤樹風範、聞問棲恰、深切常懐。」(『宋書』張暢伝
)O
黄裳:・中井木菟麻呂の号。
O
頃者
:・近頃、この頃。
O
阻:・狭い、知識が狭い。「多聞日博、少聞日浅。多見日閑、少見日阻。」(『有子』修身)
後懐徳堂印存序懐徳堂・水哉館印章、竹山・履軒・蕉園・碩果・柚園・桐園共二百許。明治四十五年三月合遺書遺品、託存子大阪府立図書館、懐徳堂 存成子此際。昭和十四年三月、寄進遺書遺品於懐徳堂記念会、独留遺印、置子家。蓋図章所以示信、蔵之家廟、為合礼。吾家印譜不備。竹山・蕉園・碩果三先生産有一本印存亦無残帳。於是同風印社同人丘外野内君与同志謀承其師園田湖城子提護、追押玉十部継子印存。以伝鷺朔鳳義之妙於千載云。
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後懐徳堂印存序懐徳堂・水哉館印章、竹山・履軒 蕉園・頑果・柚園・桐園共に二百許り。明治四十五年三月、遺書遺品を合し、大阪府立図書館に託存し、懐徳堂印存此の際に成る。昭和十四年三月、遺書遺品を懐徳堂記念会に寄進するに際し、独り遺印を留め、家に置くのみ。蓋し図章は信を示す所以なれば、之れを家廟に蔵し、礼に合するを為す。吾が家に印譜備わらず。竹山 蕉園・碩果三先生、塵かに一本有るのみ。印存亦た残帳無し。是に於いて同風印
昭和十四年之冬
中井天生成文撰
社の同人丘外野内君同志と謀りて其の師園田湖城子の
らんしようほうしよ
提護を承け、五十部を追押し印存を継ぐ。以て鷺河鳳君の妙を千載に伝うと云う。
昭和十四年の冬中井天生成文撰
〔 現 代 語 訳 〕懐徳堂・水哉館の印章は、竹山・履軒・蕉園・碩果・柚園・桐園〔の物を合わせて〕二百ばかりをそなえている。明治
四十五年三月、遺書遺品を合わせ、大阪府立図書館に託して保存し、『懐徳堂印存』はこの際に成った。昭和十四年三月、遺書遺品を懐徳堂記念会に寄進した際も、ただ遺印だけは残 、家に置いた。思うに図章 信用を示すものであるから、これを家廟にしまい 〔これは〕礼に適合させようとしたのである。私の家には印譜は備わってはいない。竹山・蕉園・碩果三先生の印譜がわずかに一本あるだけであった。印存もまた残部がもうない。ここにおいて同風印社 同人丘外野内君が同志と相談してその師である園田湖城子の指導を受け、五十部を追加で鈴押して印存を継いだ。鷲河鳳嘉の妙を千年にわたって伝えると言えよう。
昭和十四年の冬中井天生成文撰
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〔 話 釈 〕
O
合礼:・礼に適う。「君子体仁足以長人、嘉会足以合礼、利物足以和義、貞固足以幹事。」(『易経』乾卦・文言
伝
)O
問問削城・:定刻家。滋賀県生まれ。名は耕作、のち穆、字は清郷、別号に平盛。富岡鉄斎・内藤湖南らと交わる。
古川の侃定に詳しく、有昨飢の岡山を た。昭和四十三年(一九六八)八十三才で没す。
O
鷲朔鳳姦・:鷺烏・鳳恩が飛
び回る保子。水引の巧みさの形作。「公従何処刑付紙本宅髭尽術無差批辞厳義密読難暁字体不類隷与科年深量免有欠阿快剣研附生蚊団内州肌判決仙下珊瑚抑制交校何金制鉄然鎖紐壮古鼎躍水龍騰楼」(韓愈『石鼓歌』)
(平成十七年度淡符資料学演習「懐徳堂文庫渓籍の研究」の成果による)
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